
2026 年 1 月 日米軍事情報 新聞記事サマリー 

記事タイトル： 中国との対立の最前線にある日本の小さな島（原文タイトル：The 

tiny Japanese island on the front lines of China’s feud）（記事日付：1

月 2 日） 

サマリー：  台湾からわずか約 110kmに位置する与那国島は、対中抑止にお

ける「第一列島線」の要衝として、急速な軍事化が進んでいる。

日本政府は、同島にレーダー施設や弾薬庫を整備し、また、小泉

防衛相は、昨年１１月に同島を訪問した際に、与那国島への中距

離地対空ミサイルを配備する計画を明言した。 

 中国は、日本の与那国島へのミサイル配備計画に対して「軍事

衝突を挑発している」として日本政府を非難。 

 与那国島の住民らは、同島における自衛隊の配備による経済効

果を認めつつも、同島を巡る日中の軍事的緊張の高まりによって

住民らの平和が脅かされることに不安を抱えてもいる。 

出典： プエルトリコ「ザ・サン・フアン・デイリー・スター紙（The San 

Juan Daily Star）」https://www.sanjuandailystar.com/post/the-tiny-

japanese-island-on-the-front-lines-of-china-s-feud （2 月 3 日閲覧） 
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